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前橋市は、 関東平野の北西に見inな裾野をひいてそびえる赤城山の南側を市域

として、 坂東太郎で知られる利根川や詩't青豊かな広瀬川の梢流が市街地を貫流す

る水と緑に恵まれた県都であります。

遠く古梢時代には東国の中心的文化を築き、 律令政沿が栄えた頃には上野rm府

が骰かれ、 近世には「関東の部」と言われた厩橋城の城r·111rとして栄え、 近代に

至っては生糸の主要生廂地として繁栄し、 歴史を物Hffる様々な梢娯を映し出して

きました。

rHでは「人と自然が共生する閲境・文化都市」をFl指し行政を進めており、 教

育文化・商工業など多方面にその成果を見ることができます。 その一 つとして大

友町に「前橋洒部老人糾祉センタ ー」を建設する計画です。

この総社地区には、総社神社、11油i城跡、更に西に国分俯寺•国分尼寺等の数々

の文化財が残されています。 大友宅地添遺跡もV])J{-f推定地東側外郭線よりやや東

に位附することから、 この地域を知るうえで重要な迅跡であります。

発掘調知こより古梢時代の溝跡 4 条、 土坑 2�」ふ畝状辿構13列、 平安時代では

水Ell跡20f(ijや中世以降の洲跡10条、 土坑24基等が検出されました。 特に畝状迅構

や水111跡では、 この地区の古瑣時代から平安時代にかけての人々の生tけを知るう

えで、 i't重な資料を得ることができました。

この調介報告1りを・

・

FIJ行するにあたり、 前橋市保健伽祉部翡齢衛祉課をはじめ、

多くの関係各機関の方々、 地元の方々の御理解と御協力を得たことに対し、 深甚

なる感謝をI I Iし上げます。

平成11年 3 月

前橋TfIJ!H蔵文化財発柑ii調ftf�JI

トJI長 渡 辺 勝 利
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おおどもたくらぞえいせき

本報告内は、平成10年/Jr}jfj橋洒部老人伽祉センタ ー建設事業に伴う大友宅地添遺跡発掘調介報告内である。
ぐん9けん皇え,1ししおおどもまち

遺跡の所在地 群馬県前橘市大友町ー-rEI 12番地の10 外
調在は、前橋市埋蔵文化財発掘調究団O�I長 渡辺勝利）の指導のもとに、前橋市保健紺祉部翡齢福祉課の
委託を受け、スナガ環境m11設株式会社（代表取締役 須永偵弘）が実施した。
調在担当者 員塩明男・古屋秀登（前橋III埋蔵文化財発掘調介団）

荻野間巳 （スナガ現境測設株式会社）
発掘調：在期間 平成10年 6 月 15 日～平成10年10月 158

整理期UH平成10年 8 月 1 日～平成11年 3 月 25FI
調在計画itJHtl 1 • 5001112 (実施面梢（一HID 1 ,680nr、（二而）673ni1、合計 2,353mり
出土潤物は前橋市教育委員会が保管する。
測凩・調在計画…須氷仰払、調杏担当…荻野栂巳、調在指祁…新保一美、調在員•••勝川貞幸、測址・実測…板
垣宏、権Ill友寿、1111□],Fil宏、 写真撮影…荻野博巳、勝HI貞幸、安全管則(IfI機オペレ ー ター）…都丸保男、
作業事務…柴崎信江が担当した。
本書は、調在団指祁0)もと、スナガ甜税測股株式会社が作成に当たり、原稿執筆を荻野博巳、 編集・校正…
須永偵弘、金子正人、新保一美、実測図の幣理他…勝III貞幸、遺物洗浄・ti:記・接合…須永股、 神津芳夫、写
其整理・内業事務…須永股・柴崎信江が担当した。
発掘調在に参加した方々（敬称略）
石川サワ子 内山恵美子 桑島英彰
麻橋あき 根井よし子• 関根時太

中川（主 一

青木もと代
都丸藤子
後藤きく江

石川みよ子 今井つる 小林ひろ
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遺跡の略称は、 lOJ\85である。
遺構名の略称 畦畔…A、 溝跡··vV、土坑…D、水rn番号…ゴシック数字で表示した。
実測lぎ］の縮尺 第一 ・ニf(H平面図1/300、ii糾状辿構1/40, 1/80、溝跡1/40 I 1/80 .1/100, 1/300、:l:坑1/300を使川。
挿入図は、国土地理院発行の2万5千分の1「前橋」を使川した。
各遺跡の位附の基準は、rn比地理院三角点及び水準点と![{合済。基準点 C-2 グリッド地点 第IX系座標値
X 43060.000m Y-70140.000m、水準J.1.l BlVl.111. 000m、等高線 5 cm、 グリッド 4 mlHI隔
土層断f(JjO)土色名はr新版梱準土色帖」（股林省農林水脱技術会議事務局 監修 財団法人 EJ本色彩研究所
色票監修）による。
土層注記及び本文中には As: 浅間山、11r : 榛名山ニツ岳を使川し、断ifii図の地山部分に斜線を使用した。
水田のmi梢は、平面図をもとに座椋面積計算で算出した。
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I 調査に至る経緯

前橋市大友111r--r1112番地の10外にiifH,籍西部老人稲祉センタ ー建設事業〔事業者前橋市長萩原弥惣沿（市保健

樅祉部）〕の実施計画が、前橋市教育委員会に提出され たことを受けてJJijjfJ協議を行い、 埋蔵文化財の打無につい

て試掘調在を実施することになった。 その結果、 浅間B軽石堆梢l\'1-Fより水IT)跡の畦畔や溝の一部などを検出し

た。 このことから事業！！！当者（前橋rfj保健糾祉部蒻齢福祉課）と協議を,reね、 開発事業の実施に先だって埋蔵文
化財の発掘調在を実施し、 記録保存することとなった。

発掘調在は、 前橋市長と前橋市埋蔵文化財発掘閥介団及び民IIIJ調介機関との三者で委託契約を締結し、調在団

の指導・監1ffのもと発掘調：一代をスナガ閲境m!J設株式会社が受託して実施した。

II 遺跡の位置と歴史的環境

1 • 遺跡の立地

大友宅地添迅跡の立地する大友町は、群馬県中央部に位骰する榛名tlJO)東南麓で火11 I斜j(tjが平らなmiに移行す
る前橋台地面とのJft界付近に位樅する。 前椅台地は、約24,000年前の浅Ill) I 1 Iの爆発によって引き起こされた火111

泥流堆積物とそれを被覆するロ ー ムl汁から成り立っている。 本近跡は、 前橋市街地（県庁付近）から利根川を隔

て、西へl. lkmO)地点に所在する。 周辺には主吸幹線道があり、南側には国迅17号（通称科前バイパス）、 北側と

lり側には主要地方迅前梢・群馬・高崎線（通称前橋•安中線）が走る。 さらに東側にJR上越線が南北に通り、 並
行する形で相馬ヶ原扇状地の頂部から流下する八幡川と天狗岩m水が合流して、名前を変えて流れる滝川がある。
これらの主要幹線逍や河川に沿って工場地や（おむ地が連担して市街地を形成している。
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2. 歴史的環境

前橋市大友llffは、 本i出跡 (I) OJj� り）i750m相に古代政治文化0)中心地の推定_I�野国府域 (2)や中世には長尾

氏により国府の堀割を利Jlfし榮かれたとされる莉洵城などが近接する歴史深い地域である。 ここで周辺の遺跡を

概観すると、 細文時代のi且跡では、 前期・中期のー集落が検出されたJ:野IH分俯寺. I仕寺rjI fllj地域近跡(3)、 賄業

道路西逍跡(•I)などがあげられ、 当地域の縄文文化を芳えるうえで!TC要な賀料と言える。 弥生時代では調�例

が少なく、 後期O)ti:1、J}跡が検出された」 ．
．野国分俯寺・尼寺中1111地域過跡がある。 古坑時代では、 本遺跡地周辺に

古墳が姿を現す0)は5世紀後半と推定され、それから多くの古Jftが出現する。本近跡北東約800mには川原石を川

いた積石塚である(i枇紀初頭のこE1l1古J-1t (5)や北西2. lkmには白鳳期建立と-::Jyえられる1ltEJ兌寺（放光寺） (6) 

があり、�it.塔111古川に見られるとおり仏教文化が古瑣文化と共(i-した様子がうかがえる。 奈良• 平安時代では、

上野国府国分俯寺 (7) 、 国分尼寺 (8) 等が建設され、 当地域はいよいよ古代」：野国の政柏文化の中心地として

の様相を術びてくる。推定m,府の周辺では1別泉樋遺跡(9)、l!/:J泉1リHIii北虹跡(IO)、 1,,:作迅跡(II)、 大友梃敷迅

跡(12)、 寺II Ii且跡(13)、 元総社小学校校庭刈跡(14)、 天神辿跡 (15)、 限敷II姐跡(16)、 元総社明神遺跡\'Ill (17) 

等が調介されている。 本県における条m水111の発端となったEli\
●
：j迎跡(18)は国府推定地の南に位骰し、 条里水

田の基本となった迅跡である。 ここから検出された大畦畔の位li'iをJ占池にして、 I f!IJ (約109111> rm隔で本遺跡ま

で追ってみると東へI Illlf目（約I, umm) 0)附北ラインが調在区0)東側にかかり、 この地に条m制の名残が存在す

れば位閻的に大l!lt畔が検出される可能性が�lyえられる場所である（第
ー
2 I又l参照）。
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III 調査の経過

1 • 調査方針

市教委が行った試掘謂針結果をもとに、

建物計画部分(l,500Jll1)の発掘調究を実施

した。調査区の設定は、公共座椋に1,�づき

東西方向に延びる綿線に直交する経線をtr. 1x 43.06 

川数字で、南北方向に延びる経線に直交す

る紺線をアルファベットで付称して、4m

グリッドを設定した。グリッドの呼称は北

西杭の名称を使川した。また水準は公共水

準点に基づき調在区内に測股した。

調査は二面を実施した。第一面は As-B

軽石下水田跡を主目的とした調．在で、第二．

面調査は、下IMの追構確認の有無を判断す

るため便宜的に調．在区内にトレンチを入

れ、As-C軽石下の面より検出した辿構を

対象に範囲を設定し、調：在を実施した。両調：朴区域は概賂図（第3図）参照。

図面作成は、 I /20, 1/40, 1/100, 1/200の縮尺を使用し、平板 ・ 逍形による細部測：m: で作l啓1を行った。遺物は逍

構・グリッド鉗でlffi位鉦に収納し、逍物分布平而I忍l及び遺物台帳に記載し、付番処理した。庄た辿構 ・ 遺物等の

写其撮影（白黙・リバーサルフィルム）も行った。

X 43,04 

ZL .oトー

寸L .oトー

［］第一面調査範囲

□ 第二面調固範囲

第3図

第4図 発掘調査経過図
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遺跡概略図

2 • 調査経過

平成10年6月15日より賓材 ・ 重機類の搬入、休憩所・仮設トイレの股Wlを行い、重機による表土掘削と並行し

て辿構確認面の梢壺を開始した。また調if.区の北側に道路、東側が駐車場に而している部分については安全対策

川のフェンスを張った。i既在の進行につれて、平安時代の水m跡及び中世以降の溝跡、：：：,�. 坑等を検出した。第一

面終了後引き続いて第二f(fi調在を行い、古瑣時代と思われる溝跡、土坑、畝状辿構を検出した。なお、西側の残

地部分101面（第 31啓l参照）については、：C'JJC[f見tlO月4日より調：在を実施し、10月15日に1�、',J在を終了した。そ

の後10月16日から整理作業を行い、3月25日にすべての作業が完了した。

� 
6 月

， ， ， ， ， 7 月
， ， ， ， 

8 月
．．．． 9 月 10月．．．． ••．•
＇ ．．． ヽ

表土プ掘ラ削
I I 

亡コ I I I I I I 
＇ ［口［］・ ン確 I 仁l

迂
il刃t> ． ． ， ， I ， 

辿・構掘
精り下

査
げ

， ， , 

I 
' t ＇ 

□口I l I， ， 
' ， 

測
影

址
等
・写其撮

I I I □口. ＇ 

埋作戻業 し・撤去 •．． ＇ ． ＇ 仁コ ， ， ， ＇ ’’ 

仁］第一而 仁］第二面
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N 層 序

本遺跡の椋那J\'1位は、 調在区南東側の深掘りトレンチの土府断m,を採川したものである。 なお附序の説明と土

屑断面図は下記に示した。

＜層序説明〉

I バラス

II 盛土（客土）

III 灰黄褐色：f·.J杓 粘性・締まりあり 軽石粒が入る（耕作：I:) 

IV にぶい橙色：UM 粘性・締まりあり As-B軽石を含む

V As-B軽f:iJM

VI 褐灰色粘fc.f.:1:/M 白色軽石粒を含む(As-B軽石下水[II附）

VII 灰褐色粘f!LI:/し1 白色軽石<p 2"'3 mmを含む

\'Ill As-C軽石,�1

IX 黒褐色粘質土1\'1 As-C軽石を含む

x 黒褐色粘'ffし1:m1 わずかにAs-C軽石を含む

XI にぶい黄怜色粘質土l曽

XII にぶい黄橙色粘質土屑 XI屑より硬い

XIII 浅黄橙色粘ff:__1:/汁

XlV 灰黄褐色粘f!±附

xv 灰黄褐色粘f!IJ:J汁 XlVJ曽より硼い

本文中に使用した略号は以下の通りである。

As-C 軽石： 4世紀降下浅間山起因

Hr-FA:6世紀初頭降下榛名山起囚

Hr-FP:6世紀中葉降下榛名山起因

As-B 軽石： 1108年降下浅間山起因

゜

1m

2m 

ー

V
Vl

"
 

＂

 k

x
xl

"
XI.
xrl-
xv
 

第5図 基本土層断面図

v 遣構と遺物

1 • 概 観

第一圃調在では、 As·-B軽石下の水 Ill跡20itliと中世以降の溝跡10条、 土坑24基を検出した。第二面調査では、

As-C軽石下miより溝跡4条、 土坑2晶畝状遺構13条を検出した。 遺物は、 須恵器・土師器片、 古銭（究永通

宝）、 磁器、 陶器片や砥石片、 鉄製品などを310点検出した。

2. 古墳時代（第二面）

(1) 畝状過構（第6• 7図、 図版l〕

調在区の所側B- I• 2• 3グリッド"-'G- I• 2グリッド，D• E- 3• 4グリッドに位ii'lする。 規模は確認長

1.8,...._,15.0m、 上幅18"-'25cm、 下幅8 ,...._, 12cm、 深さ25-----55cmを測る。 掘削跡は90,...._,lOOcmのIIH附を樅き、 やや洒側

に弧を描いて北洒から南東方向に13列検出された。 底には股具の刃先と思われる半月状の使川痕が残っていた。

畝状遺構は北西から而東方向の傾斜に沿って耕作したものと思われる。 また検出範圃の一部は\\T-2によって切

られているが、 調介区の最西から\V-2の東側まで検出された。t'll:1:は、 As-C軽石を含む褐色：I: と黄褐色砂質

土(Hr-FAの二次堆梢）であった。 姐物は、 耕作土上面で流れ込みの 9世紀代の須恵器甕片l点を検出した。

(2) 溝 跡〔第 6 "'9 図、 図版 2 〕

溝4条を検出した。As-B軽石下の水IIIJMより下で As-C軽石の検出面より掘り込まれていた。いずれの溝も

As-C軽石やAs-C軽石を含む土！汁で哩まっていた。遺物は、\V- ,tから流れ込みの土師器片が検出されたのみ

で、 その他からは、 検出されなかった。(i情の詳細は溝計測表に記載した。）
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(3) 土 坑（第 6 図、 図版 l 〕

D-1• 2が検出された。2基ともAs-C軽れを含む褐灰色土と黒褐色土で埋まり、 掘り込みは黒褐色粘質土

やにぶい黄橙色粘'J!l:.1:li"1まで達し、柱穴状を見する。遺物の検出はなく、 川途は不明である。（土坑の詳細は土坑

計測表に記載した。）

3. 平安時代水田跡（第一面）（第10図、 図版 2 • 3)

調究区のほぼ全域でAs-B軽石下の水 Ill跡が検出された。水Hlifliは、現地表面より60""77cm程下にあり、厚さ

2 ""10cmのAs-B軽石が堆積していた。 辿物は、 須恵器坪片など 15点、 -='�-削i梱坪片など40点を検出した。

(1) 水田の地形

水川跡は、 部分的な検出を含めて20面検出され、 1 号水川の原甜110.90mから19号水川東煎側の椋甜110.40m

まで比高差50cmを持つ。全体の傾斜は西から東方向で約 7 /10000)勾配が見られ、この高低差を利川した水川と芍

えられる。

(2) 畦畔と水HI区画

この時代の水 Ill区画には、 条里地割の名残が見られる区画（長地隈、 半折nil)や形状、 大川n畔などの存在が見

られることがある。 畦畔は部分的に検出したものも含めて大きく分けると、 東西方向に8本、fy,j北方向に7本検

出した。いずれも東西方向N-85
゜

,...._,9g·ー E 、 南北方向 N-1
゜

,...._, 3
°

-\Vの範圃を示し、 調在区に設定した座標軸

にほぼ沿う形で区両が見られる。畦畔の規模は、 上端幅16,..._,60cm、 下端幅37"-'90cm、 高さ 2,...._,11cm程を測り、断

i紺の形状は逍存状態の良いもので扁平な台形状を見する。 また17号水 Illと19• 20号水川を区画する罷畔は、 他の

畦畔よりやや太く」：端幅60cm、 下端幅90cm、,%さ11cmを測り、 完全な検出ではないが太さに述いが見られた。ま

た区画は部分的な1111 がりはあるがほぼ東西・南北方向の畦畔によって区画され、 区画IUJを計測できる畦畔長は東

附方向で 8 "-'13.5m、 南北方向で12.5,...._, 17. 5mを測る。また区画を南北方向の畦畔間隔で見ると 4 • 5 •  6 号水

川の東側畦畔と12• 13号水 1Hの西側畦畔1111で約23.5m、 7 号水[[JO)東側と13号水田の東側畦畔1111で約22m、 さら

に12• 13号水HI西側の帷畔と15• 16号水 Ill東側の水川間で約22mの1111悩が見られる。 これらの畦畔間隔は畦畔を

それぞれ 1 本ずつ東へずらして計測したものであり、 その距離は22"-'23.5111の範囲内に収まる。 そこで条里区画

の半折塑東西IUJ附 (1 IHJを約1.81mとしてI2IIIJは約21.72m) と比較すると本遺跡の畦畔IHJ隔の距離がこれに近似

していることがわかる。 一見、 不規則に1l(tんでいるようではあるが、 1111隔に日を向けると条里の名残を息わせる

距離が計測できる。

(3)水 口

取水、排水のための溝等は検出されなかったが、区画を構成する畦畔に水口が3箇所検出された。F-2グリッ

ド内の水口は 5 号. 6 号水川を区画する東西方向の畦畔に位樅し、 5 {j· 水If!の標高110.90mから 6 号水田の標科

110.85mへ 5 cmの差を利mして水が流されたと息われる。 D-6 グリッド内の水口は 7 号水HIの東側の南北方向

畦畔と9号・ IO号水111を区画する畦畔の接合部に位附する。 水口より東側の畦畔はカクランを伴うためはっきり

検出されなかった。 その水口には流水時の l!!Iみ跡が検出されていて、 9 号水川の標高110.80111からIO号水川の標

蒻110. 78mとわずかな蒻低差によって流水したと思われる。 さらにC • D-18グリッド内の水 l二］は、 南北方向の

太い畦畔に沿って作られている。19号水 Illの椋 if1ill0.45mから20号水111の椋高110.4 0mへ流水したと思われる。

水口の幅は上端幅20,......,28cm、 下端幅 4 "-'9Cm、 掘り込みは 3 ,...._,6cmを測る。

(4) 水田面の状況

確認面において、 As-B軽石の堆積が財い所とわずかに堆積が見られる所があり、 その下より水田面が検出さ

れた。 水田は整然とした耽畔で区画され、 ほぼ平坦で［リl凸が少ない。 そのmiには人の足跡や水1二］などが検出され

た。足跡は数箇所に検出され、 大きさは17........, 19cm程を測り、深さ 3 .......,6cmf関で、歩行方向のわかるものも検出でき

た。 また17号・18号水!Iii川には南北方向に細長い、 幅il8'"'-'130cm、 深さ1 _5........,4 .5cm程の凹みが見られた。 深掘りの

断面では基本土／仰1のlll/ft1灰黄褐色土屑からIX/\'?のAs-C軽石を含む焦褐色粘質土屑までわずかにl叫lみが見られ
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たが、 原囚は不明である。 また耕：J: 状態は、 水Illに適した褐灰色粘'fl土で5'""10cm程の似さで堆梢し、 その↑�,\'1 

に灰褐色粘1しf_:J,\1が 15......,20cm程堆梢していることで、 水1110)水持ちを良好なものにしていると息われる。

4. 中世以降

(1)泄 跡〔第 1O"-'12図、 図版3• 4〕

第一mi』11i.で、 溝跡 10条を検出した。 ほとんどがAs-B軽石下の水II11�1より下まで掘り込んでいる。 ,v- 5•

14において、 覆土はJ\s-B軽石を含む砂IMで、 逍物は須恵梱•土師器）「が検出されている。 他の\V-6 ........ 13では

新しい耕作I:と類似する1火黄褐色こ1:/Mで狸まっていた。 過物は\V-8 から須恵器片・：I: 師器）ヤ・古銭・陶器n·.

磁器片・鉄製品などと現代の器類等も検出された。vV-8 は\V-12·111とm複し、 新Ill関係は覆：I: や切り合いか

ら\V-8 →\V-12→ \V-14の順に古いと息われる。（溝の詳細は溝計測表に記載した。）

(2) .+. 坑〔第10図、 図版4)

第一面調ftでD-:3 .......,26まで、 24」位を検出した。大きさは大小様々である。検出時はAs-B軽石が堆積する((1i

にAs-B軽1-i混じりの褐色土、 灰黄褐色：I: で範WIが確認され、 覆 +もほぼ同様であった。 掘り込みはAs-B軽

石層からAs-C軽fiを含む黒褐色粘'ff:.1:1\'1まで見られた。過物はD-5 より須恵器Ji�2点、D-7より須恵器n·

1点と：l:fliliR�H·2点を検出した。IIJ途は不明である。時代はAs-B軽{jO)堆積面を掘り込んでいることから中世

以降のものと芳えられる。（土坑0)詳細は土坑計測表に記載した。）

N ま と め

第一fflilfで検出した水m跡はAs-B軽石によって埋没した平安時代のものである。区画を見ると東西、南北に

延びるJ!lt畔はJー侑椋軸に沿う方向に延び区画されている。畦畔には、 やや幅の広いものも見られ、 区画の大きさも

南北方向O)fm畔O)UII附で見ると、 1111に南北,rn畔が 1本入るがその先のltll畔までの間隔が22"-'23.5m捏を測ること

ができる。 条里区画で汀う半折隈lメ
．

．画に酷似する琲畔間附が見られる。 調在範圃が限られているため全体を把1.li(

することができなかったが、畦畔0)走行や斗':JJr! 利に酷似する1111限が見られたことは、 条JI!制地割の名残と息われ

る。 またC ·D-18グリッド内に部分的に検出された幅Jj、:(J) If l�fl'I� が大•H�畔にあたるものか推測すると、 国府推定

範囲の南側に位ii'lする主要地方逍前橋・群馬・r',',•j崎線沿い0)元総社小学校より南西方向に250m.fMの所にある南北

方向の古逍 （国府推定範IJJIの南側中央よりT❖Uiへ麻崎rfj介ft野町に達する一直線の古逍で東!lGnとも交差する。）

があり、 条里制施行O)J.け本線とみなされている。 地 図上で見てもfy,j下する逍がほぽf((線で前橋i約i部地区や蒻崎市

に続き、 その面影が見られ、 国府をJ.屈点としていることがわかる。 ここから東側にある本近跡内の C ·D-18グ

リッド内の畦畔までの距離を測るとl ,206m.fMになり、 基本線よりIIIIIJ (約1,199m)の地点より東へ7m程長く

なるが大畦畔の検出が推定される位iiflに近いことがわかる。 国府推定範IJtlも条里区画をJ1t本としてつくられてい

ることから、 周辺地割りもそれにならって区画されていると推測される。 本遺跡で検出したl{I測II'日も国府域に近接

した水M跡であることから、 大区画を構成するものに含まれる可能性があり、 条里の区画が残存していても不自

然ではない。 近年の発掘調在では、 前橋市東部の中原遺跡群（平成ヽI ......., 7年度調11i)において、 平安時代初期(818

年：弘仁9年）の赤城lllf❖-麓で起こった大地復に起因するtR水,,、1で柑1われた水田跡が検出されている。 1町（約

109m)四カの方格に区画された条里制の水111跡で、 方格の内部は半lJrJl'�( I間を約1.81mとし、 東西約 12fHJ、 南

北約30111))に酷似していることが報付されており、 条里制：I: 地l刈
゜

画の存在が明らかになっている。 また、 前橋TH

部地区や利根川布/.j刈地域においても水Ill跡の調ff.が盛んに行われており、As-B軽石0)火I I I灰に哩もれた12世紀

の水田跡が多く報告され、 大畦畔0)検出と共に条里制の存(I:が確認されつつある。本刈跡も、 As-B軽石下の水

田跡であることから条里制に関わりを持つも0)と折えられる。

付近で検出された水Ill跡を挙げると、 元総社明神遺跡VIIIの調ftにおいてHr-FA -f (J)古｝バ時代の水田跡や、 プ

ラントオパール分析の結果、 水Mと認定された平安時代の水111跡が報告されている。

第二rmで検出した畝状遺構は、 やや和"'するが規則性を持った耕作列である。 底には股具によると思われる掘

り跡が残り、 傾斜に沿うように掘られている。 出た検出した1:1列OJII\JF,-Aはほぼ一定の間隔でfl1J 1ll1部分もほぼloJじ

である。 さらにti糾状川構はlm前後の11\HMに20cm前後の掘削幅によって列をなしており、 1ダIJO)畝状逍構から次

の畝状刈構まで芯芯で測ると 120cm程となり、 1 ,� を約30cmとした場合はぼ4尺の長さに匹敵することから、物指
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しや一定の逍具で：�IIJりだした間隔とも芳えられる。 さらに畝状逍構の範IHIは、 15,...__,17m程で柄1111しながら北側と

南側で途切れていることや調究区東側からは畝状刈構が検出されていない状況から、 耕作が一定範圃内に限って

行われていたことが芍えられる。 以上のことからこの付近の土地利川や耕作した人々の生柄を打える上で貴頂な

データであると言えよう。

本過跡の調在区域内から古瑣時代の畝状過構と平安時代の水HI跡が検出されたことは、 古t.tt時代の土地利用を

折えると狭い範圃での検出ではあるが、 この地は畑地として利川されていたことが考えられ、 平安時代に至ると

既に水ffl域に変遷したことがうかがわれる。 また、 この水田域は他の近跡発掘調在結果と照らし合わせてみても

前橋市南部地域にまで広大に営まれていたことがわかる。 遺跡周辺には水Ill跡の調壺例が希少なことと条里制施

行時から長い年月を経ている水田跡であるため、 条里の想定は非常に難しい状況であるが、 本辿跡の調:ft結果と

併せて今後の調介によって大畦畔による坪境や水Ill域の特定、 国府との関連性などいろいろな問題が解明されて

ゆくことに期待したい。

元総社1リl神遺跡Ill •IV 

大 友駁敷II遺跡

元総社明神 遺跡VIII

元総}I: IJJJ ?JII遺跡X II 

大 屈 敷 遺 跡 Ill

凩 敷 II 遺 跡

大 屈 敷 遺 跡 V

宮 地 if1 IU 遺 跨
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畦畔計測表 （ ）は残存値、 単位cm

� グリッド J: 姻幅 下端福
11.H畔 の利さ

No グリッド _I: 社幅 下端幅
畦畔 の 柚 さ

N s \V E N s w E 
J\- I B- 1 20 42 2 ,t 17 B- 9 24 56 4 ， 

2 B·C-1 32 48 2 2 18 D-10 20 37 3 5 
3 D- 1 36 57 2 5 19 D- 9 21 44 2 6 
4 F- l 40 55 4 5 20 II-9 26 64 4 7 
5 G- 1 20 44 (i 12 21 H-11 20 40 2 ,j 

6 B- 3 (25) 64 (2) 3 22 B-l l 22 50 4 8 
7 c- 2 (42) (69) 5 2 23 D-1 l 27 52 3 6 
8 ])- 3 35 59 3 4 2,1 E•F-12 23 47 2 .j 

9 F- 3 :n 61 2 6 25 F-11 34 46 5 10 
IO G- 3 42 60 -1 ， 26 11-l l 30 51 6 8 
11 F- 4 23 52 4 7 27 C-15 23 52 3 6 
12 B- 6 35 60 2 2 28 E• F-15 16 44 2 -1
13 D-5•6 -15 70 2 6 29 G-15 29 45 3 6 
14 D → 6 23 42 5 6 30 C-18 60 90 (-1) 11 
15 G- 6 20 ,IO 3 ， 31 C• D-19 17 37 3 8 
16 G- 9 35 58 3 3 32 D-18 57 82 3 5 

水田9け測表 （ ）は検出値または推定形状、 N•Sは畦畔位憤を示す。
�u 面積(m') 束員IHm) 西畦(m) j�j畦(m) 北畦(m) 形 状 水 口 備 考
I (9.65) (5. 7) (2 .1) 
2 (32. 77) 1-1.3 (2 .8) (2.1) 
3 (7 .06) (3. 1) (2.8) 
,1 (49.90) (6.6) 7.5 7.8 
5 96.12 12.8 12.6 9.4 7.8 S = 1 
6 (32.85) (3.8) (3.1) 9.4 N=l 
7 (169.21) 08. 7) 09.4) (9. 7) 絞長}j形 足跡uり
8 (35.07) (.1.5) (3.8) (9. 7) 
， (83.83) (6.2} (7.7) (2 .8) S=l 
10 (155. 73) (12.1) (11.0) (13. 7) (2.8) （横長方形） N=l 
l1 (56. 99) (5.2) {4. 5) (13. 7) 
12 (41.85) (5.0) (6. 2) 8.2 
13 135.90 17.8 (17. 7) (8. :3) 8.2 縦長方形
14 (0.83) (0,6) (8.3) 
15 056.41) (10.9) (12.5) 13.7 足跡ffり
16 (156. 75) {12,8) 00.9) 13.7 
17 (122. -17) (5.0) (10.9) (7.2) 足跡fjり
18 計測不能 02.8) (7 .2) 
19 (3.20) (1.8) (2. 7) S=l 
20 計没胚能 (3.2) 不 叫 N=l 
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土坑計測表
No グリッド 長 径 短
1 D• E- 4 43 
2 E- 3 60 
3 C-3• ,I 148 
4 B-4 (14.1) 
5 G- 6 12-l 
6 E-6 ,U 

7 B•C-8 68 
8 B•C- 8 50 
， c- 9 48 

10 B- 8 44 
11 C・D-11 150 
12 D-9•11 86 
13 E-9•ll 86 
14 E-11 38 
15 F-10 ,f.t 

16 F-IO•ll 75 
17 D-11•12 7•1 
18 D-13 78 
19 F-13 73 
20 II• I → 13 (247) 
21 F•G-15• 16 90 
22 F-16 62 
23 E-15 23 
24 E-15 28 
25 E-16 23 
26 E-16 5•1 

溝計測表

Kn 長さm 深さIll 底のレペルIll

W-1 27.5 SW 0.-13 SW 110,17 
Ng 0.53 NE 110.la 

2 23.2 SW 0.2•1 SW 110.41 
NE 0.15 NE 110.-18 

3 ,t.5 w 0.05 w I I0.66 
E 0.0•1 E 110 .6,t 

.. 10.5 w 0.07 w 110. 73 
E O.J.I E 110.60 

5 26.0 N 0.83 NW 110.02 
s 0.81 SE 109.90 

6 (10.2) N 0.12 N 110. 79 
s 0.02 s II0.85 

7 (23.0) N 0.10 N 110. 75 
s 0.19 s 110.60 

8 63. l w 0.23 \V 110.57 
E 0.26 E 110.11 

， 15.6 w 0.06 w 110.80 
E 0.03 E 110. 7•1 

10 J.1.8 N 0.05 N 110.70 
s 0.02 s 110.68 

11 (7 .3) w o.o:� w 110.70 
E 0.0•1 G 110.67 

12 31.5 ＼＼＇ 0.0•1 w 110. 7-t 
E 0.10 G 110.27 

13 (1.0) N 0.38 N ))0.50 
不 明 s 

14 34.0 w 0.2:i w 110.,16 
E 0.12 E 110.39 

径
:l8 
55 

106 
8,1 
75 
32 
6•1 
46 
40 
:10 

100 
68 
80 
28 
,12 
611 
611 
60 
73 

90 
58 
23 
2,t 
20 
33 

勾配%o

1.45 

3.00 

4.40 

12.38 

,1.61 

5.88 

6.52 

7.29 

3.85 

1.35 

4.10 

14.90 

2.05 

深 さ

.下
1:幅幅 m 

1. ,1,1----1. 57 
0. 75---l. 00 
1.15~1.38 
0.70~1.08 
0.23~0.40 
0.10~0.20 
0.30~0.50 
0.10~0.25 
2.00~2.50 
0.60~1.00 

0.22 
0.30 
1.05 
1.32 
0.-15 
0.50 

0.22~0.40 
0.08~0.18 
0.44~0.80 
0.14~0.30 
0.25~0.40 
0.08~0.15 
0.35~1.00 
0 .10~0 .40 

1.50~4.00 
1.00~1.20 

（）は残存偵 単位： cm 
形 状 備 考

24 不 整 形 第二而料庫で検UIやや方形を呈す
29 楕 円 ” 

49 楕 円 第一面消在
13 楕 l'J II 
20 方 形 ”

31 m 円 JI 

17 ほ ぼ 円 JI 

27 不 整 形 II 
9 m 円 ”

8 楕 111 ”

28 m 円 ”

17 梢 l'J ”

17 桁 円 II 
13 m 円 II 
16 ほ ぼ 円 II 
22 楕 円 ”

25 Hi 円 JJ

16 楕 PJ ”

20 ほ ぼ 円 JJ 

43 不 叫 ＂ 

14 l'J ＂

19 梢 円 II 
7 lリ ” 

17 桁 円 ”

8 梢 Pl II 
15 Hf 円 II 

坑水方向 溝（グ
の
リ

位ッド
li'）
l

S W→ NE B-6. 7----
G- 2 

NE→ SW A-3.4....._ 
G- 2 

W→ E B-2.3 

W→ E D-1-1~ 
E-16 

NW—•SE B-·1.5~ 
H-6. 7 
C.D- 2 

B-2~G-2 

W-•E A- 3 ~
E-19 

W-►E B-5~C-8 

N→S C-7.....,F-7 

D-5.6. 7 

W-•E C-8 ~
D-15 
C-13.14 

W-•E C-8 ~
D.E-16 

約I/ 2検m

( ) Ii惟定I.ii N•S•W•Eは方位を示す

備 :tJ 

古川時代

古川時代

古川時代

1消1時代 土師器JヤlH土

lf 1世以降

近代以ftt

近代以悴

近代以降 W-12• 14と爪複流れ込みの須恵•土
師料n·

近代以酪

近代以降

近代以降

近代以降 \V-8•)4とm複

近代以協

中世以悼 須恵•土師器Jヤ他 W-8• 12とm複
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W-2断面図
c 111. 70m C' W·i! • 6·7.:1:mH: 記

1 • 殴f・・
2. 灰褐色：f:�1 
3, 貨橙色砂�'1 酸化を柑び、鉄分の祖mが見られる
4. 灰褐色：I・Ji1 締まりが封く、徴砂をわずかに含む(W- 6) 
5, J./(褐色:f:/\'1 わずかに貨橙色土府が入る(\V- 7) 
6 • r.x: 褐色粘釘；u,, (\\'- 7) 
7. F{f ,X褐色粘ftJ:� As-B t1石を含む
8, As-B軽石!r1
9. 11/l褐色粘fl:1:1�1 白色H<i粒を含む(W- 7) 
（以下w- 2) 

10, 暗褐色粘ru・

・ ,W As-Ctlliと黒色粘·nJ:屑をわ·J'かに含む
11, I.I.\褐色粘ft:1:M As-CりHiをわずかに含む
12, /Aし褐色粘ft:l·.m As-Cりlfiをプロック状に含む
13. nし褐色粘'fU:�'1 As-C♦Uiをわずかに含み細砂を含む
14, [,X.. 褐色砂�, 所々に酸化を術びる

D -- 111 .oom D' 

w- 2 :!:/竹tl:itt!
I • 褐灰色柑itl:l:f汁 白色n石粒を介む(As-B♦H i·t--水Ill、rm
2. 黒褐色帖j{土屑 As-C軽石•llr・Fl'粒、貨褐色:I:をわずかに含み

穀化を柑びる
3. 黒褐色粘tt:I層骰it『があり、As-C軽liい）ずかに含む
•I, 黒褐色粘釘；l:."M As-C程6をわずかに含む
5, 灰色砂m わずかにヽHi粒を含む

第8図 W-2断面図
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7巧茅
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D-16 

＋ 
,... —--— -- -- --

一

第 一 面 W-8 • 12 • 14 範囲
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B B' __ __111.30rn 

笏

゜ 1 :80 4m 

C C
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--111 .30m ．笏硫
W- 4 :l·.1';,1注記
I. l1褐色粗砂f�I 粘性なし 締まりよい As-C軽liを10%含む

゜ 1 :40 2m 

第9図 W-4実測図
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E-5 

＋ 

F-5 

＋ 

G--5 
＋ 

W-5土附注，氾
1. 褐色砂'ft」:.li'l As-B軽石と白色軒石、UJJ

釘褐色土を含む
2, As-B軽石陪 酸化を',jfびる
: l. il.t褐色砂k'l As-8軽石と白色H粗石"'2

~5叩を所々に含む
•I, 黒褐色土/(,1 にぷい黄褐色土と褐色砂附

を含む
5. 褐色砂灼 As-B軽石と白色軽:;; 小？～

5 mmを含む
(j_にぶい黄褐色砂li'!1 白色経石を含む
7. 褐色砂柑 わずかに黒褐色粘ni--. と白色

軽石粒を含む
8. にぷい貨渇色砂ftl As-Iう桂石を含む
9. 謀褐色粘n土Jr)
LO. 絹褐色粘汽土M にぷい貨褐色土とAs-

じ程を含む
II. 灰貨褐色砂陪
12. にぷい泊褐色砂IM
13. II符褐色砂／灼

-

゜ 1: 100 4m 
第11図 W-5実測図
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W-1

a

 
111 .oom 

W·I :I: 、�H:記
1. :\s-BrHil汁

Q I 2• i:'jf褐色粘fi:l:,'l'I llr-Fl'•As-C b 
りHiを含む

3, 褐り色粘1{:1:(1'1 As-C♦Uiを
多く含み、till砂を含む

I, 昭褐色帖fl:i:11'1 As-C t"f.fiと
褐灰色粘ff:l・・・貨褐色土を含む

5, 暗褐色粘ft+.ト,,1 As-CtHiを
ゎ·J'かに含み、灰白色tWl:I:を
プロック状に含む

l:i• 閑褐色粘ft:l:h'1 As-C 4\H iと
灰白色粘tU:と徴砂を含む

7. 硝褐色粘fl:t:,\、1

b
, 

c 111 .oom c 
＇ 

冒\\'·2:1: 柑注記
I. 褐灰色粘貿J:�ヽ｝ 白色軽1i粒を含む
2. !.I. し褐色粘fl:l:�I As-Cfffrllr-FP粒、黄

褐色：Kをわずかに含み酸化を捐びる
3. !.I.\褐色粘ff:I:�、1 酸化跡あり、As-C軽{:iを

IJ·J'かに含む
-1. f; しし褐色粘fl±,�I As•C tH1をわずかに含む
5, 灰色砂l汁 わずかに代fi粒を含む

W-8

W-3

d --110 .90m . 一d
' 

笏

W-6•7

w- 3 .:1:TNtt記
l • 褐色細砂屑 :\s-Cfiいを含む

W-6• 7 」:N注記
1 • 灰褐色：I・:NJ 粘tt・締まりあり、

所々に骰化を術びる

e 11 o .90m 

W-8 , 1 2 , 1 4

工 111 .oom ! _f_:, 

2 1 2 

3 
/4 

\\"- 8 :1:11'1注記
l • JJ< tit褐色粘fU:,1(1 黄柑色：I: と細砂を含む
2. IX貨褐色粘'i1」:1"1 1'1色粁:1.i粒を含む
3. 仄貨褐色粘fU::M As-BりH石を含む

W-8, 1 4
h 110.60m 

1, 4 
W-12 

トー W-8 -I 
トー- -W-14 -I 

トー→|

W-6 W-7 

\\「-8•12•14土f沿tit.!
I. にぶい貨褐色：l:I汁 粘仕・締まりあり

紐砂•小石を含みAs-R軽"liプ(]ックも含む
2. Iごぶい黄褐色:l:�1 粘性・締まりありわずかに

As-B軽石を含む
3. 灰貨褐色砂買M 白色軽lit:,,を含む（以l:W- 8) 
4. 褐灰色砂質:l:I付 As-BtJ-. 石を多く含む(W-14)
5. f}, 灌褐色土M 粘性・締まりあり 底部にわずかに

,\s-C軽石を含み黒色：I: が況じる(\\'·12)
g 

＇ 

-- W- 8• l-1:1:/汁注記
l• 仄貨褐色砂買:J:f'1 As- B♦Hiを含む
2. lk貨褐色砂M 酸化を帯びる

（以.l:W-14)
3. にぶい貨褐色；1:1•;•1 小競含む
4. にぶい黄褐色l:�'1 l

、J色f
f

{iを含む
5. にぶし項し褐色：H'1 
6. 灰貨褐色土.�,
7. 灰貨褐色土片i わずかにJA\色：上と

As-C軽石を含む（以上W-8)
8. r天褐色粘質1北 m色帖買土の況±府

小代を含む

h
• 

l千

W-14 I 

W-8 C東壁）

i 110.80m 

\\'- 8 (J.!!1lt) .i:/i'f1t!G 
）．褐1}(色:f:fM flitt• 許まりあり 白色軽Iiti.を含む
2. 仄褐色：l:'1り 粘性・締まりあり 白色軽1iとAs-B♦Hiを含む
3. t.lZ褐色砂rU:f汁 f'I色軽石•As-B軽石・黄柑色土を含tt
4. As-BtH沿1
:i. 黄棺色粘fl土M わずかに白色♦Hiを含む
6. 褐仄色暉 粘住・締よりあり 細砂を含む
, . rx褐色粘質土�;,1 As-£3軽．石をわずかに含む
8. 仄褐色妙1"1
9. 灰褐色粘fl土""'

10. 褐仄色細砂層
11. にぶい貨褐色砂fll;'I

W-9土rmt:記
l. 灰黄褐色粘賞土/1'l As-B軽fiを含む
W-10• l U:lvHUr. 
1 • 灰黄褐色土屑 粘性・締まりあり

I· W-8 -I 

W-13
． ， I ffi 

W-13北限土Mt!:記
I, ペラス
2, 昏：1: 
3, 灰褐色土l汁
-1, にぶし ,m色：1:M 
5, As-B粍lim
6, 灰黄褐色·1:M
7. 灰黄褐色：l:.�I 
!<, 灰黄褐色：i・::M

W-9
. . . 
」

―- 11 1 . OOm J 

111 .40m 

W-10
k 

―. , , , .oom 

笏

m
 

白色軒石粒とAs-B軽石を含む

粘性·締まりあり r1色軽石位と組砂を含む
粘竹・締まりあり I>ずかに♦Hi粒を含む
粘tt• 締iりあり

k
• 

W-1 1 
l ―. 111 .oom __ l• 

疹 弯
゜ 1 : 40 

注） W-1~3 は第 6 図 、 W-6~14 は第 10 図参照 。

第 12 図 W-l"J3 、 W-6 rv14 断面図
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調介前現況（東から撮影）

畝状遺構全最<:fi'I ff. iifjj Hより）

畝状逍構近尿（南より）

\V- I •  2、 D- I · 2、 畝状逍構全尿

� 
ヽヽ.· ,• 

図版1

深掘りこ1:/M断j(jj

畝状逍構全最（梢介後）

畝状辿構近最（農具使川痕）

D- I •  2、 畝状迅構近屎（南より）



図版2

ヽ:..;:
LW 憂

第二面調査範囲（南より） As-B軽石ド水田跡全景（東より）

9ふt•'• I 
ヽ ,-.; - . 

南壁畦畔セクション D-6グリッド内水口（南より）



図版3
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